
図１：ＧＨＳに基づく分類作業フロー（案）－１

データの抽出と指定ファイルへ
の入力

国連危険物輸送勧告附属書１

既存のモデルＭＳＤＳ等で
得られている物性データ

附属書１のみでは分類できない場合

分類
ＧＨＳ本文の該当する章、マニュアル
に示す分類基準*1に従って分類し
指定ファイルに入力

物理化学的危険性

ＴＤＧ／ＧＨＳ比較表により得られる
分類を指定ファイルに入力

*1：マニュアルのA)の項目参照。
D）の留意事項にも留意すること。

第１次分類案の作成

確 定

関係省庁連絡会議の確認

公 表

GHS分類結果データベースに集約

根拠データファイルの整理

データの抽出と指定ファイルへの入力
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図１：ＧＨＳに基づく分類作業フロー（案）－２

根拠データファイルの整理

Priority 1 *1データの収集
（国際機関、主要各国等でさ
れ、信頼性が確認されている
情報源からのデータ収集）

Priority ２*1データの収集
（信頼性が確認されておら
ず、データの信頼性の評
価が必要な情報源）

適当なデータがない場合

分類
ＧＨＳ本文の該当する章、マニュアルに示す分類基準*3、
健康有害性専門家から示された技術上の指針に従って分類し、

指定ファイルへ入力

第１次分類案の作成

人の健康に対する有害性

Priority ３*1データの収集
（参考データ）

適当なデータがない場合

確 定

関係省庁連絡会議の確認

分類実施者作業部会
（初回のみクロスチェック。適
宜意見交換・情報共有）

公 表
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データの抽出と指定ファイルへの入力

*1:マニュアルのB,C)の項目参照
*2：マニュアルのＤ）の項目参照
*3：マニュアルのＡ)とF）の項目参照。
マニュアルのE）の項目は参考。

優先順位＊２を考慮し使用するデータを決定

GHS分類結果データベースに集約



根拠データファイルの整理

Priority 1 *1データの収集
（国際機関、主要各国等でさ
れ、信頼性が確認されている
情報源からのデータ収集）

Priority２ *1データの収集
（信頼性が確認されておらず、
データの信頼性の評価が必
要な情報源）

優先順位＊2を考慮し使用するデータを決定

適当なデータがない場合

環境に対する有害性

データの抽出と指定ファイルへの入力

*1：マニュアルのB,C）の項目参照
*2：マニュアルのD）の項目参照
*3：マニュアルのA)の項目参照
マニュアルのE）の項目は参考

図１：ＧＨＳに基づく分類作業フロー（案）－３

第１次分類案の作成

確 定

関係省庁連絡会議の確認

公 表

GHS分類結果データベースに集約

分類
ＧＨＳ本文の該当する章及びマニュアルに示す分類基準*3、に

従って分類し、

指定ファイルへ入力
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